
皆さん、こんにちは。ご挨拶を申し上げます。 

本日のゲストスピーカーは法華宗総本山 本成寺の執事長、本成寺・本照院

ご住職 鈴木顯正様です。10 年以上前になりますが、私が 1 回目の幹事の時

にも卓話をお願い致しましたので、今日は 2 回目ということになります。お

忙しい中ありがとうございます。よろしくお願い申し上げます。  
 

今日は、日本の夏織物の最高峰、小千谷縮・越後上布についてのお話です。

１955（昭和 30）年、『小千谷縮・越後上布』は国の重要無形文化財の第

1 号に指定されました。流通する同文化財の反物には苧
ちょ

麻
ま

を使うことや地機
じ  ば た

で

織り上げることなど五つの厳しい指定条件が設けられています。 

ついで 2009 年 9 月、ユネスコが重要無形文化財『小千谷縮・越後上布』を

 
 
 
 

     
 
 

 
 

  
 
  
   
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

  

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

出席率 会員46名中33名

先々週の出席率

ゲスト

 先週の 3/7 三条ＲＣへ 滝口恵介君
メークアップ 3/8 加茂ＲＣへ 松﨑孝史君　野崎正明君

79.55%

本照院　住職　鈴木顯正様

　野島廣一郎君　佐々木常行君　佐藤秀夫君
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三条信用金庫 本店内

国際ロータリー会長 [イ ン ド]

三条南ロータリークラブ 会長 
日本染織部門として初めて「人類の

無形文化遺産登録」をしました。 

翌 2010 年 6 月、新潟県立近代美

術館にて記念の展示会が開催され

ました。 

「ユネスコ無形文化遺産登録」は、

これまで長年に亘って技術の継承

や保護に携わってこられた多くの

方々にとって大変喜ばしく、名誉な

ことでありました。 

 重要無形文化財『小千谷縮・越後

上布』は、小千谷市周辺と南魚沼市

の塩沢地区周辺に伝わる上質な麻



織物です。今回の「ユネスコ無形文化遺産登録」は雪晒しなどの雪国文化の特質を有し、苧麻という昔ながらの

原料を用いて加工技術全般にわたり純粋な古法を伝えている貴重性が高く評価されたものです。しかしながら、

今では生産量がごく僅かになり、また、生産技術者の高齢化や後継者不足など多くの問題を抱えていますが、今

回の国際的な評価により、伝統技術の継承とこの織物の普及について地域全体で改めて考える契機になれるよう

にと願います。    

「雪ありて 縮あり」 江戸時代の文人 鈴木牧之が記した『北越雪譜』、越後の雪深い生活を伝えるため４０年

という歳月を費やし天保８（1837）年に念願の出版を果しました。 

鈴木牧之の家業が縮と深く関わっておりましたので、この『北越雪譜』の内容は、雪に関すること、越後の不思

議、自然、生き物、祭りなど全部で 125 話が収録されておりますが、そのうちの一割以上が“縮”に関係した話

となっています。 

牧之が 19 歳の時、縮商いのため初めて江戸へ行っております。商いの他、気候、風土、日常生活を体験し、

越後との違いに驚いたと記されています。そして、当然のことながら、江戸の人々に越後の雪国のことや生活等

についてほとんど知られていない…、これが原点となり『北越雪譜』の出版へとなりました。が、そこにたどり

着くまでには紆余曲折があり、長い歳月がかかりました。 

 

雪中に糸となし、雪中に織り、雪水に洒
そ そ

ぎ 雪上に晒す。 雪ありて縮あり、さらば越後縮は

雪と人と気力 相半して名産の名あり、魚沼郡の雪は縮の親と云うべし 
 

と縮と雪の繋がりをいい、牧之と『北越雪譜』を代表する言葉となっています。「重要無形文化財 小千谷縮・越

後上布」の第 1 回目としてご紹介致しました。シリーズで何回かお話させていただく予定でおります。 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一、諸行無常 

 

仏教というと一面、葬式とか死後の世界などと縁起の悪い、暗いイメージがあります。今、ＮＨＫ大河ドラマ 

で平清盛をやっていますが、平家の栄枯盛衰を語った『平家物語』でも仏教の諸行無常には繫栄は長続きしない 

ものといった陰気な無常観が漂っています。 

～3 月 12 日  9,000 円 

今年度累計 661,180 円～ 
i

熊 倉 君

野 崎 君

いたします。

よろしくお願い申し上げます。

鈴 木 ( 圀 ) 君

本照院のご住職 鈴木顯正様です。
本日の外部卓話は2回目となります本成寺・

鈴木ご住職様、ようこそいらっしゃいました。

本照院住職 鈴木顯正様、 よろしくお願い
本日卓話当番です。

本日の卓話よろしくお願いいたします。

荒 澤 君

馬場(一)君、松﨑君

ＢＯＸに協力致します。

昨日、ホワイトデーの買物に行って来ました。

馬塲信彦さんご夫妻でしたでしょうか？！

坂本君、田中君、銅冶君

三越でおしゃれなうしろ姿のカップルは・・・

熊倉 高志 幹事 

❍地区米山奨学委員会より  「米山カウンセラー研修会」開催のご案内   

日 時    2012 年 4 月 7 日（土） 12:00～15:00 

会 場    万代シルバーホテル ３Ｆ 

   ※丸山征夫カウンセラー出席予定 

本 照 院  

住 職    鈴 木  顯 正 様   



しかし、鎌倉時代の日蓮という宗教者……一宗派の宗祖というより、日

本が産んだ偉人の一人として、その言葉、 

教えを受け止めて下さい。この日蓮は「立 正
りっしょう

安国
あんこく

」（正を立て、国を安

んずる）といって、正しい祈り、正しい 

教えが弘まれば、世の中、国中が安らかに良くなっていくと説きました。

だんだん良くなる法華の太鼓ではない 

ですが、諸行無常をこの世で実践すべき明るい教えと把えています。で

すから、俗に神仏にお願い事のお祈りを 

するものではないというのは誤りで、日蓮のように世の中が、国中が良

くなるように、人々みんなが救われるよ 

うにという祈りは大変よろしいのです。ただ、独り善がりの身勝手な祈

りや、間違っても“呪う”というか他人を陥れるような祈りはやってはなりません。 

 

二、善い祈り、悪い祈り 

 

祈りの善い・悪いの基準は、もう皆様お解りと思いますが、相手がみんな良くなるように救われるようにと他 

の幸せを願うのが善い祈り。自分だけ救われるというような排他的祈りは悪い祈りです。そして、善い祈りは必ず

通じ、悪い祈りは相手に通じず、その悪念は天にツバする如く自分に還ってきてしまうとお経文に教えられていま

す。  

しかし、善い祈りでいう、他の幸せを願い、他を励ますというのはなかなか難しいことで、本当は、他を励まし、

自分も励まし…他の幸せを願い自分の幸せも願う……自他ともに救われていくというのが、仏教の正しい悟りのよ

うですね。そのことを日蓮は「自
●

行・化他
●

にわたる南無妙法蓮華経」と仰っています。他を思い遣る心に「親心」

があります。おやごころ……何と美しい響きの日本語でしょう。子を想う親心…しかし、子（相手）も親（自分）

もともに救われなければ本当の救いではないでしょう。 

 

三、感謝の祈り 

 

感謝の祈りは、動物にはない人間の勝れた特長です。日蓮によれば、感謝には三つの感謝があります。 

１．良い事があった時の感謝  ２．当たり前のことへの感謝  ３．悪い事があった時の感謝 

１の感謝は、通常誰でもいたします。 

２の感謝は、少し程度が高くなって、当たり前のことに感謝します。これは病気をすると健康の有難さが解る

ように、色々な経験から「お蔭さまで」無事、当たり前のことに感謝できます。 

３の感謝は、大変次元の高い感謝です。釈迦に提婆と言いますように、日蓮は仏の教えを弘めようとする時、

必ず迫害があると説きます。そして、むしろその迫害の苦難困難が起こるのは、弘めようとする仏の教えが

正しい証拠であり、その苦難があったから真実を信解させてもらえたと迫害者に感謝をしています。さらに

日蓮は鎌倉幕府によって佐渡流罪となりましたが、この厳寒の佐渡という最悪の環境で、「本門の題目」とい

う最高の教えを悟られているのです。そして、「日本国第一に富める者（幸せ者）」だと述べています。皆様

も似た経験がおありでしょうか。あの苦い経験があったから今日の成長があるとか……その苦難が自分を奮

起させるバネになり、支えになっていたなどと… 

３の感謝は深い示唆に富んでいます。昨日３月 11 日は、東日本大震災一周忌でありました。あのような災害 

は、（何かを）忘れた頃にやってくると申します。私たちは自分本位・権利主張・当たり前で見失っていた感謝の

心と祈りを取り戻さなければなりません。感謝は人を浄化します。私たちは本当は生かされているのであります。 

 

四、先祖供養 

 

「霊界の成仏なくして地上の平安なし」と言われた管長さまがありました。この言葉は、仏教の因縁因果の法

則に裏付けられています。 

つまり、因とは先祖であり、果とは私たちであり、因果のバランスがとられています。霊界の成仏は先祖供養に

よります。この先祖供養が行き届けば私たちの地上も平安である訳です。よく米寿などのお祝いごとをすると、

その後すぐに亡くなられたと耳にしますが、そういうお祝いごとをする時は、先ずご先祖方に今日まで長生きで

きたことの感謝の祈りと報告が大切です。先祖供養を第一部でつとめ、第二部で今度は回れ右して、子や孫など

からお祝いを受ければ、先祖という「因」と自分という「果」のバランスがとれます。もし自分という「果」ば

かりがお祝いをしてもらい有頂天になり、先祖という「因」が蔑ろにされていると、因果のバランスが崩れて、 

その後すぐ亡くなるなど、よくないことが起る訳です。その他、「厄払い」なども同じで、先ずご先祖方に感謝の 

祈りと、今の自分を報告し、バランスを取りましょう。 

 

 



五、陰徳を積む 

 

正負の法則もプラスとマイナスのバランスがとられています。前述しましたように、この世は良い事のプラス 

も長続きしないし、悪い事のマイナスもずっと続くということはありません。それが自然です。もし、プラスの 

良い事がどんどん続くとすると「満つれば欠くる」という如く要注意です。そういう時は、バランスを取るため

にわざとマイナスを行なうとよいようです。自分にとってマイナスになる行為とは、自分の周囲にプラスになる

行為です。つまり、みんなにプラスになること、世の為、人の為になるプラスを、人知れず行うことです。これ

を「陰徳を積む」と言います。このプラス行為は人に分かってしまうと陰徳ではなく、陽徳となり、皆から拍手

喝采を受ければ、プラス・マイナス・ゼロになってしまいます。 

 

人は誰しも老い、病み、やがて死を迎えます。この限りある命は先祖代々からいただいた尊い命であります。

私たちは、先ずご先祖方に感謝の祈りを捧げ、また自分を育んでくれた周囲のお蔭さま、全ての因縁に感謝の祈

りを捧げましょう。そして、皆様が世の為、人の為に自分ができること、すべきことを、校正の人々の為にも残

していただけますようお祈りしつつ私の拙いお話を終わらせていただきます。 

有難うございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
[1944（昭和 19）年 １月 １日生］ 

 

❍1 月 1 日・この日何の日？   

・1875 年のこの日、横浜郵便局（現横浜港郵便局）が 

開業。日本で初めて外国郵便の取り扱いを開始 

・1934 年のこの日、新潟県三条市が市制施行 

❍1 月 1 日・この日誕生は？  

倉本 聰（1935 年 脚本家、放送作家『北の国から』） 

 


